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412 麹菌（Aspergillus　oryzae ）cg．よるビタミンCの 生成と清酒へ の移行

（大 関 ・総研）O 永益陽子 、 尾関健二
、 神田 晃敬、

　　　　　　 浜地正 昭 、 布川 弥太郎

【目的】ビ タミンCは 、 食品業界 誕 栄養強化剤の 他 、 食品成分 の 酸化 に よる 変色防止 、

ワインの 酸化防止 、 ビ ールの 混濁防止等広範囲に 利 用 されて い る。

一 方 、 ビ タミンCは生体
異物の 代謝 、 免疫機能増強作用等を促進する働 きが あ る と して 注 目され て い る 。

しか し清酒の 場合 は、 酒税 法 よビ タミンCの 添加は認め られ て お らず、 ピ タミ冗 の 有用
な機能を付加 した清酒の 開発を目的に 、 まずビ タミンCを生合成で きる 能力を持つ 麹

菌の 育種並 び に渺 リー；ング を行 っ た 。

【方法及 び結果 】前報
1 ｝

に お い て 大腸 菌の β一グル知ニダ 一ゼ （GUS）を高生産す る麹

菌を育種 した 。 そ の 麹菌か ら麹 を調製 し、 麹歩合2e％の 清酒醸造 を行 っ た所 、 清酒
中に50μ g／皿1穉度の ビタミンCを検出 した。 尚 、 ビ タミンCの 定量 はヒドラジ ン法 と

一部酵素

法 （F一キ弊 L一アスコルビ ン酸 ）に よ り測定 した 。 次 に X一グル夘 ナイド を含むプ レートで 青色に

発色するGUS活性 を持つ 実用麹菌をスクリ
ー
ニング した結果、 1割以上の 株が活性を示 し

た 。 こ れ らの 麹 菌か ら麹 を調製 し、 麹歩合20％の 清酒醸造 を行 っ た所 、 1株の 麹菌

か らt“

タミンCを40μ g／ml 以上含む清酒が得 られ る こ とが 判 っ た 。
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清 酒 の 「ム レ 香 」 に関 する研 究 （第 6 報）
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【目 的 】 生 酒 の 劣化 臭で あ る 「ム レ 香」 の 主体 は i−Valeraldehyde（i−Val》
で あ り 、 i−AmOH を基 質と して 麹 菌由来 の 酵素 に より生成する 。 そ の 「ム レ 香

」 生成酵素の 部 分精 製を試み 、 また麹菌株 ・ 製麹条件等が 「ム レ香」 生成 に 与

え る 影響につ い て 検討 したの で 得 られ た 知 見を報 告する 。

【応 法】   酵 素 精製 ：限 外ろ過に よ りltY　300t剖こ濃縮した 生 酒 を透析 後 、 イ オ
・
ン交換クロ マ トグ ラフ ィ

ー
、 疎水性クロ マ トグラフ ィ

ー
、 ゲル ろ過 に よ り精 製

した 。 酵素活 性 の 測定 は既報t）に準 じ て 行 っ た 。   製麹方法 ；精 米 歩合70％の

α 化米 を用 い 、 ブ ラ ス ：コ法にて 製麹 した 。   i−Val分析 ：酢酸緩 衝液 “−AmO習
を含む）に麹 を加 え 、 30℃羅 72時間反応させ た後 、 HS−GCにて 生成する 1− VaI
量 を測定 した 。

【結粟】  約35 倍 に部分精 製した酵素を得 、 そ の 酵素の 黯 性質に つ いて 検 討

した 。   同・一条 件 で の 製麹の 結果 、 菌株間で 菌体 量当た りの i−Va　1 生成量に

差が認め られ た 。 恭 た液体培養に お い て 嫌気 ・ 姙気条件 下 で 菌株 に よ り 1−Va1
生成量に 差が 認め られ 、 製麹時 における酸素濃 度の重要性が 示唆され た 。
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